
(57)【要約】

【課題】本発明は、自動車のインストルメントパネル等

に用いられる繊細な図記号を装備した操作ボタン等の製

造方法を提案する。

【解決手段】彫刻およびエッチングが可能なアルミシー

トの裏側に、レーザ光線で繊細な線で図記号を刻むが、

その際、レーザ光線はシートを貫通して切断しないよう

にする。次いで、シート裏側をラミネートインクで被覆

する。そのラミネートインクの上に、プラスチックフィ

ルムをかぶせ、ラミネートインクの接着作用によりこれ

に固定する。シートの表側を、エッチング剤により食刻

して、シート内部に達している彫刻を表側に露出させる

。保護皮膜を、シートの表側に塗布する。これにより、

細い彫刻線の図記号をその表面に有し、バックライト照

明が可能であり、且つ、その図柄が鮮明な図記号を装備

した操作ボタンが得られる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 繊 細 な 図 記 号 が 装 備 さ れ た 操 作 ボ タ ン 、 装 飾 パ ネ ル お よ び イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 製
造 方 法 に お い て 、
　 彫 刻 お よ び エ ッ チ ン グ が 可 能 な 一 つ の 台 板 の 裏 側 に 、 い ず れ か の 彫 刻 手 段 （ レ ー ザ 、 腐
食 、 機 械 彫 刻 ） に よ り 、 繊 細 な 図 記 号 を 刻 む 第 １ 工 程 で あ っ て 、 該 彫 刻 が 、 前 記 台 板 の 材
料 内 部 に 達 す る だ け で 、 こ れ を 貫 通 す る も の で は な い も の と 、
　 前 記 台 板 の 裏 側 を 、 場 合 に よ り 皮 膜 で 被 覆 す る 第 ２ 工 程 と 、
　 前 記 ラ ミ ネ ー ト 皮 膜 の 上 に 、 ま た は 前 記 台 板 上 に 直 接 、 一 つ の フ ィ ル ム を 被 せ 、 前 記 ラ
ミ ネ ー ト 皮 膜 又 は 前 記 台 板 に 固 定 す る 第 ３ 工 程 と 、
　 前 記 台 板 の 表 側 を 、 い ず れ か の 材 料 摘 出 手 段 を 用 い た 材 料 摘 出 プ ロ セ ス に お い て 処 理 す
る 第 ４ 工 程 と 、
　 前 記 台 板 内 部 に 達 し て い る 前 記 彫 刻 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 、 又 は 完 全 に 前 記 表 側 に 露
出 す る ま で 、 前 記 材 料 摘 出 手 段 に よ る 材 料 摘 出 を 続 行 す る 第 ５ 工 程 と 、
　 前 記 材 料 摘 出 後 の 台 板 の 表 側 に 、 保 護 皮 膜 を 塗 布 す る 第 ６ 工 程 と か ら 成 る こ と を 特 徴 と
す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 ７ 工 程 と し て 、 前 記 台 板 の 裏 側 に プ ラ ス チ ッ ク 製 支 持 部 材 を 成 形 す る 工 程 を 具 備 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に 記 載 の 皮 膜 が 、 ラ ミ ネ ー ト 皮 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に 記 載 の 皮 膜 が 、 ラ ミ ネ ー ト イ ン ク で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に 記 載 の 皮 膜 が 、 積 層 皮 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に 記 載 の 皮 膜 が 、 印 刷 に よ り 塗 布 さ れ る 皮 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に 記 載 の 皮 膜 が 、 単 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 に 記 載 の 皮 膜 が 、 多 色 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 ４ 工 程 に 記 載 の 材 料 摘 出 プ ロ セ ス が 、 エ ッ チ ン グ に よ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ４ 工 程 に 記 載 の 材 料 摘 出 が 、 電 解 若 し く は 電 食 又 は 研 削 に よ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 片 面 に 記 号 が 彫 刻 線 と し て 配 置 さ れ 、 繊 細 な 図 記 号 が 装 備 さ れ た 、 金 属 製 の 彫 刻 可 能 な
一 つ の 台 板 か ら 成 る 操 作 ボ タ ン に お い て 、 前 記 彫 刻 線 が 前 記 台 板 の 外 か ら 見 え る 側 と は 反
対 側 の 面 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 操 作 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 又 は 複 数 項 に 記 載 の 方 法 に し た が っ て 製 造 さ れ た 繊 細
な 図 記 号 が 装 備 さ れ た 操 作 ボ タ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 操 作 ボ タ ン
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。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 繊 細 な 図 記 号 の 彫 刻 線 が 、 線 幅 お よ び 彫 刻 線 幅 が ０ ． １ ｍ ｍ よ り も 大 き い か 、 又 は
こ れ と 等 し い 範 囲 に あ り 、 前 記 台 板 の 表 側 か ら 前 記 図 記 号 が 見 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 又 は 複 数 項 に 記 載 の 操 作 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 彫 刻 に よ り 露 出 さ れ る 模 様 の な い 領 域 が 、 前 記 台 板 上 で 正 確 に 位 置 決 め さ れ て 、 前
記 台 板 に 固 定 し て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ３ の い ず れ か 一 項 又 は 複 数
項 に 記 載 の 操 作 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 台 板 が 、 板 厚 が ０ ． ２ か ら ０ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 の 、 軽 金 属 合 金 製 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ か ら １ ４ の い ず れ か 一 項 又 は 複 数 項 に 記 載 の 操 作 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 彫 刻 線 の 深 さ が 、 前 記 台 板 の 残 り の 板 厚 が 約 ０ ． ０ １ ｍ ｍ と な る と こ ろ ま で に 達 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ ５ の い ず れ か 一 項 又 は 複 数 項 に 記 載 の 操 作 ボ タ ン 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 操 作 ボ タ ン 本 体 部 が 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 支 持 部 材 と し て 、 前 記 台 板 の 完 成 品 の 裏 側 に 成 形
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら １ ７ の い ず れ か 一 項 ま た は 複 数 に 記 載 の 操 作 ボ タ
ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 繊 細 な 図 記 号 が 装 備 さ れ た 操 作 ボ タ ン 、 装 飾 パ ネ ル お よ び イ ン ス ト ル メ ン ト
パ ネ ル 等 の 製 造 方 法 等 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 自 動 車 の 車 室 内 に は 、 機 能 を 具 体 的 に 表 示 す る 図 記 号 を プ ラ ス チ ッ ク の 表 面 に 備 え
た 操 作 ボ タ ン を 有 し て い る 装 置 が 、 多 数 組 み 付 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 操 作 ボ タ ン は 、
こ れ ま で は プ ラ ス チ ッ ク だ け か ら 作 ら れ て お り 、 こ れ に レ ー ザ 加 工 が 可 能 な ラ ッ カ ー が 被
覆 さ れ 、 続 い て 操 作 ボ タ ン の 表 面 に レ ー ザ 彫 刻 に よ り 機 能 記 号 が 刻 ま れ て い る 。 し か し 、
車 室 内 の 視 覚 的 評 価 の 枠 内 で 、 こ れ ら の 操 作 ボ タ ン に 、 そ の 周 囲 に 使 用 さ れ て い る 各 装 飾
部 品 の 表 面 に デ ザ イ ン 調 和 さ せ る こ と が で き る 本 物 の 金 属 表 面 を 備 え た い と い う 要 望 が 存
在 し た 。 し か し 、 こ れ ま で は 、 操 作 ボ タ ン の 表 面 を こ の よ う に 仕 上 げ る こ と に 成 功 し て は
い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の こ れ ま で に 知 ら れ て い る 方 法 の 不 具 合 は 、 操 作 ボ タ ン 表 面 の 非 常 に 繊 細 な 図 記 号
を 金 属 表 面 に 装 備 す る こ と が 不 可 能 な 点 に 起 因 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 記 号 の 輪 郭 線 の 太 さ の 加 減 に よ り 、 使 用 可 能 な ア ル ミ シ ー ト の 板 厚 は 影 響 さ れ る 。 こ
れ は 、 現 在 一 般 的 に 行 わ れ て い る 加 工 方 法 （ 型 抜 き 、 彫 刻 、 エ ッ チ ン グ ） で は 、 線 幅 を 板
厚 に 対 し て 任 意 の 比 率 で 実 現 す る の が 不 可 能 で あ る か ら で あ る 。 ほ か に も 、 図 記 号 の 内 側
の 模 様 の な い 部 分 の 正 確 な 位 置 決 め は 、 線 幅 が 細 く な れ ば な る ほ ど そ の 解 決 が 困 難 な 問 題
と な っ て い る 。 こ れ 以 外 に も 、 周 囲 の 構 成 部 品 の 表 面 と の 外 観 上 の 調 和 が 要 求 さ れ る こ と
か ら 、 金 属 被 覆 代 替 方 法 の 使 用 も 制 限 を 受 け る こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ ま で は 、 ア ル ミ 板 ま た は そ の 他 の 金 属 台 板 か ら 図 記 号 を 型 抜 き す る こ と で 間 に 合 わ
せ て い た 。 し か し こ れ に は 、 加 工 が 粗 雑 で あ る と い う 不 具 合 を 伴 っ て い た 。 ま た 、 ア ル ミ
シ ー ト を 使 用 し て 機 能 記 号 を 打 ち 抜 く 場 合 は 、 図 記 号 の 輪 郭 線 の 太 さ を 板 厚 の 範 囲 内 に 収
め る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 こ れ 以 外 に も 、 打 抜 き バ リ を 覚 悟 せ ね ば な ら ず 、 手 間 隙 か け て バ リ 取 り を 行 う 必 要 が あ
っ た 。 ま た 、 型 抜 き 後 に 操 作 ボ タ ン 上 に と ど ま る 打 抜 き 残 留 部 分 と の 関 係 で 、 閉 じ た 輪 郭
線 に 囲 ま れ て い る 面 の 部 分 が 一 つ た り と も 型 抜 き 加 工 に よ り 打 ち 抜 か れ る こ と が な い よ う
に 、 図 記 号 の 型 抜 き を 行 う 必 要 が あ る 点 に 配 慮 し な け れ ば な ら な か っ た 。 こ れ は 、 さ も な
け れ ば こ れ ら の 面 部 分 が 脱 落 し て し ま っ た か ら で あ る 。 こ の た め 、 打 抜 き 型 に 制 約 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 切 削 用 の 光 線 や 噴 流 （ 例 ： レ ー ザ 光 線 又 は 高 圧 ウ ォ ー タ ジ ェ ッ ト ） に よ り 、 ア ル ミ 台 板
か ら 図 記 号 を 切 り 落 と す と い う 方 法 が 、 知 ら れ は し て い る 。 し か し 、 こ の 方 法 は 同 時 に 、
切 削 面 の 組 織 が か な り 粗 く な り 、 望 ま し く な い 切 断 縁 、 切 削 バ リ 、 お よ び 、 つ な ぎ 部 分 が
そ の ま ま 残 っ て し ま う と い う 不 具 合 を 随 伴 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 記 号 の 輪 郭 を レ ー ザ 加 工 で 取 り 除 く 場 合 は 、 外 か ら 模 様 が 見 え る 側 に 、 バ リ お よ び 焦
げ が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 他 に も 、 こ の よ う な 図 記 号 を 化 学 エ ッ チ ン グ に よ り 台 板 か ら 取 り 除 く 方 法 が 知 ら れ て い
る 。 こ の 場 合 は 、 エ ッ チ ン グ 線 幅 が 常 に 材 料 板 厚 の 二 倍 に す る 必 要 が あ る と い う 不 具 合 が
生 じ 、 こ れ が 、 操 作 ボ タ ン に 繊 細 な 図 記 号 を 装 備 す る 際 の 妨 げ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 金 属 被 覆 の 代 替 方 法 と し て 、 た と え ば 、 メ ッ キ 加 工 や Ｐ Ｖ Ｄ コ ー テ ィ ン グ な ど が 検 討 さ
れ て い る 。 し か し 、 い ず れ に せ よ 、 周 囲 の 表 面 の 色 お よ び 触 感 に 模 様 を 合 わ せ る の は 、 ご
く 限 ら れ た ケ ー ス を 除 い て 不 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 い ず れ の ケ ー ス に お い て も 、 次 の 加 工 工 程 （ 成 形 、 バ ッ ク イ ン ジ ェ ク シ ョ ン ） で は 、 機
能 記 号 の ば ら ば ら に な っ て い る 内 側 の 輪 郭 を 、 外 側 の 輪 郭 に 対 し て 正 確 に 位 置 を 合 わ せ て
固 定 す る こ と が 不 可 欠 で あ る 。 い ず れ に せ よ 、 不 可 欠 な 固 定 要 素 に よ り 、 模 様 の 表 面 に 圧
痕 そ の 他 の 損 傷 が 生 じ て は な ら ず 、 ま た 内 側 部 分 の 位 置 が 、 バ ッ ク イ ン ジ ェ ク シ ョ ン の 際
の 型 充 填 、 ま た は 冷 却 期 の 収 縮 プ ロ セ ス に よ り 、 外 側 の 輪 郭 に 対 し て ず れ る よ う な こ と が
あ っ て は な ら な い 。 そ の た め に 内 側 の 輪 郭 を 完 全 に 取 り 去 る の を 断 念 し て し ま う と 、 つ な
ぎ 部 分 を 備 え る 必 要 が 生 じ る 。 こ れ は 、 内 側 輪 郭 の 外 観 に 悪 影 響 を 与 え る た め に 、 視 覚 上
の 理 由 か ら 受 け 入 れ ら れ な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 か ら 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 繊 細 な 図 記 号 が 装 備 さ れ る 操 作 ボ タ ン 等 の
製 造 方 法 、 お よ び 、 こ の 方 法 に し た が っ て 製 造 さ れ る 操 作 ボ タ ン 、 装 飾 パ ネ ル お よ び イ ン
ス ト ル メ ン ト パ ネ ル を 、 場 合 に よ り バ ッ ク ラ イ ト 照 明 も 可 能 で あ り 、 ま た 切 り 取 ら れ た 図
記 号 に よ り 囲 ま れ て い る 板 の 残 り の 材 料 部 分 が 板 か ら 不 意 に 脱 落 す る 恐 れ が 最 早 皆 無 で あ
る よ う な 繊 細 な い 図 記 号 を 、 操 作 ボ タ ン 表 面 に 備 え る こ と が で き る よ う に 、 さ ら に 改 良 発
展 さ せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 更 に 、 こ の 方 法 に し た が っ て 製 造 さ れ る 物 体 で あ る 操 作 ボ タ ン 等 に 関 し て は 、 バ ッ ク ラ
イ ト 照 明 が 可 能 な 操 作 ボ タ ン 、 装 飾 パ ネ ル お よ び イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル で あ っ て 、 プ ラ
ス チ ッ ク 製 支 持 部 材 の 上 に 、 内 側 に 輪 郭 線 に 囲 ま れ た 模 様 の な い 部 分 を 有 し て い る 任 意 の
機 能 記 号 が 装 備 さ れ た 本 物 の 金 属 表 面 を 備 え た も の を 実 現 す る こ と が 課 題 で あ る 。 ま た 、
バ ッ ク ラ イ ト 照 明 が 可 能 な 機 能 記 号 の 輪 郭 は 、 細 い 線 幅 で 描 か れ て い な け れ ば な ら な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 装 置 の 課 題 は 、 操 作 ボ タ ン を プ ラ ス チ ッ ク と ア ル ミ ニ ウ ム の 複 合 材 料 体 か ら 作 り 、
こ れ を 、 キ ー ボ ー ド 本 体 部 を 作 製 す る た め の 正 確 な 輪 郭 形 状 を 有 し た シ ェ ル 型 と し て 、 バ
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ッ ク イ ン ジ ェ ク シ ョ ン が 可 能 で あ る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 繊 細 な 機 能 記 号 を 作 成 す る た め に 、 レ ー ザ 彫 刻 、 エ ッ チ ン グ 技 術 、 な ら び
に 印 刷 お よ び ラ ミ ネ ー ト 法 が 組 み 合 わ せ て 適 用 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 で は 、 主 に 次 の 工 程 が 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ ． 彫 刻 お よ び エ ッ チ ン グ が 可 能 な 一 つ の 台 板 で あ る 金 属 板 の 裏 側 に 、 い ず れ か の 彫 刻
方 案 （ 機 械 彫 刻 、 腐 食 、 レ ー ザ 光 線 ） に よ り 、 繊 細 な 図 記 号 を 刻 む 第 １ 工 程 で あ る 。 そ の
際 に 彫 刻 は 、 台 板 の 材 料 内 部 に 達 す る だ け で 、 こ れ を 貫 通 し な い 。
　 言 い 換 え れ ば 、 こ の 彫 刻 は 、 台 板 内 に 可 能 な 限 り 深 く 施 す 。 た だ し 、 表 側 （ 例 ： レ ー ザ
光 線 の 反 対 側 ） で 、 台 板 か ら 現 れ 出 て は な ら な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ２ ． こ の よ う に し て 作 成 ・ 彫 刻 さ れ た 台 板 の 裏 側 を 、 場 合 に よ り 皮 膜 で 被 覆 す る 第 ２ 工
程 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 皮 膜 が ラ ミ ネ ー ト 皮 膜 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 被 覆 工 程 の 好 ま し い 実 施 の 形 態
と し て は 、 ラ ミ ネ ー ト イ ン ク の 塗 布 が 提 供 さ れ る 。 し か し 、 た と え ば 接 着 剤 を 使 用 し な い
積 層 手 段 に よ り 多 色 フ ィ ル ム を 装 着 す る 、 ま た は 、 場 合 に よ っ て は 多 色 で あ っ て も か ま わ
な い 印 刷 用 イ ン キ を 用 い て 裏 側 を 印 刷 す る な ど 、 さ ら に 別 の 被 覆 法 も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 皮 膜 は 、 後 の 第 ３ 工 程 に お い て 装 着 さ れ る フ ィ ル ム の 接 着 剤 と し て 機 能 す る 。 接 着
剤 を 使 用 せ ず に （ た と え ば 開 放 気 孔 を 有 し た 薄 い 台 板 に ） 被 覆 す る 場 合 は 、 代 案 と し て ラ
ミ ネ ー ト フ ィ ル ム を 接 着 し て も か ま わ な い 。 そ の 場 合 、 台 板 の こ の 被 覆 工 程 は 省 略 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ３ ． 続 い て フ ィ ル ム を ラ ミ ネ ー ト 皮 膜 上 に 又 は 台 板 上 に 直 接 被 せ て 、 こ れ ら に 固 定 す る
第 ３ 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ４ ． 彫 刻 お よ び エ ッ チ ン グ が 可 能 な 台 板 の 表 側 を 、 い ず れ か の 材 料 摘 出 手 段 を 用 い た 材
料 摘 出 プ ロ セ ス に お い て 処 理 す る 第 ４ 工 程 で あ る 。 こ の よ う な 摘 出 手 段 と し て は 、 た と え
ば 、 エ ッ チ ン グ 剤 、 ま た は （ た と え ば 電 気 分 解 に よ る ） 電 食 性 な い し は 電 気 化 学 的 食 刻 プ
ロ セ ス 、 ま た は こ れ に 類 す る も の で あ る 。 こ れ に 対 し 研 削 に よ り 材 料 を 摘 出 す る 場 合 は 、
表 側 に 方 向 性 を 有 し た 装 飾 が 同 時 に 施 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ５ ． 台 板 内 部 に 達 し て い る 彫 刻 が 、 少 な く と も 部 分 的 に 、 ま た は 完 全 に 台 板 の 表 側 に 露
出 す る ま で 、 材 料 摘 出 手 段 に よ る 台 板 の 表 側 の 材 料 摘 出 を 続 行 す る 第 ５ 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ６ ． こ の 材 料 摘 出 工 程 の 後 、 こ の よ う に 材 料 が 摘 出 さ れ た 台 板 の 表 側 に 保 護 皮 膜 を 塗 布
す る 第 ６ 工 程 で あ る 。 そ の 際 に こ の 保 護 皮 膜 は 、 保 護 ラ ッ カ ー 、 ア ル マ イ ト 、 Ｐ Ｖ Ｄ 、 Ｃ
Ｖ Ｄ 、 ま た は そ の 類 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で は 保 護 皮 膜 が 、 た と え ば 真 空 中 の 被 覆 法 （ ス パ ッ タ リ ン グ ） に よ り 塗 布 さ れ る か
、 ま た は 、 表 側 （ 見 え る 側 ） の 封 止 お よ び ／ ま た は 装 飾 に 適 し た 塗 膜 そ の 他 の 適 切 な 薄 膜
が 、 印 刷 、 ス プ レ ー 、 ま た は そ の 他 の 方 法 に よ り 塗 布 さ れ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 、 第 ７ 工 程 と し て 、 台 板 の 裏 側 に プ ラ ス チ ッ ク 製 支 持 部 材 を 成 形 す る こ と も 好 適 で
あ る 。
　 こ れ ら の 方 法 に し た が っ て 製 造 さ れ る 物 体 、 た と え ば 、 繊 細 な 図 記 号 が 装 備 さ ら れ た 操
作 ボ タ ン は 、 金 属 製 の 彫 刻 可 能 な 一 つ の 台 板 か ら な り 、 片 面 に 記 号 が 彫 刻 線 と し て 配 置 さ
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れ 、 そ の 彫 刻 線 が 台 板 の 外 か ら 見 え る 側 と は 反 対 側 の 面 に 配 置 さ れ て い る 。 そ の 操 作 ボ タ
ン は 台 板 の 外 か ら 見 え る 側 、 即 ち 、 そ の 表 側 に 、 細 い 線 幅 の 彫 刻 線 を 有 し た 繊 細 な 図 記 号
が 見 え る よ う に な っ て い る 。 そ の よ う な 線 の 太 さ は 、 最 小 で ０ ． １ ｍ ｍ で あ る の が 望 ま し
い 。 そ れ 以 下 の 線 幅 も 、 本 発 明 に し た が っ た 方 法 で は 可 能 で あ る が 、 は っ き り と は 見 え な
く な る た め に 、 彫 刻 線 幅 は 約 ０ ． １ ｍ ｍ で あ る の が 望 ま し い 。 そ れ 以 上 の 線 幅 に つ い て は
、 操 作 ボ タ ン の 寸 法 に よ る 制 限 以 外 は 、 自 由 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 利 点 は 、 台 板 の 裏 側 か ら の 非 常 に 良 好 な バ ッ ク ラ イ ト 照 明 が 可 能 と な る
と と も に 、 輪 郭 の コ ン ト ラ ス ト が 強 い 、 細 か い 彫 刻 が 施 さ れ た 機 能 記 号 が 、 照 ら し 出 さ れ
て 面 か ら 浮 か び 上 が る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 以 前 は 見 え る 側 か ら 行 っ て い た 型 抜 き 又 は エ ッ チ ン グ 加 工 に 際 し て 覚 悟 す
る 必 要 が あ っ た 材 料 摘 出 を 、 彫 刻 線 の 縁 領 域 に 最 早 行 う こ と は な く 、 彫 刻 線 は 鮮 明 な 輪 郭
を 描 く た め に 、 図 柄 が 鮮 明 な も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 に も 、 彫 刻 に よ っ て 切 り 取 ら れ る 各 領 域 を 、 つ な ぎ 部 分 ま た は そ の 他 の 接 続 手 段 に よ
り 、 台 板 の そ れ 以 外 の 面 部 分 と 接 続 す る 必 要 が 最 早 皆 無 で あ る 点 も 重 要 で あ る 。 こ れ は 、
こ れ ら の 輪 郭 線 に 囲 ま れ た 模 様 の な い 領 域 が 、 既 に 台 板 上 で 正 確 に 位 置 決 め さ れ て い る と
と も に 、 台 板 に 固 定 し て 接 続 さ れ て お り 、 そ の 結 果 こ れ ら が 脱 落 す る 怖 れ が 最 早 皆 無 で あ
る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 来 技 術 の 場 合 、 相 応 の 型 抜 き ツ ー ル に お い て 、 輪 郭 線 に 囲 ま れ た 模 様 の な い 各 領 域 の
脱 落 を 防 ぐ た め に 、 こ れ ら の 領 域 が 複 数 の つ な ぎ 部 分 に よ り 台 板 の そ れ 以 外 の 領 域 に 接 続
さ れ た 状 態 に と ど ま る よ う に 、 常 に 注 意 を 支 払 う 必 要 が あ っ た 。 本 発 明 に お い て は 、 こ れ
が 最 早 不 要 と な る 。 な ぜ な ら こ れ ら の 領 域 は 、 裏 側 の 皮 膜 又 は フ ィ ル ム に 接 着 す る こ と に
よ っ て 、 台 板 に 係 止 さ れ た 状 態 に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 対 象 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 個 別 ク レ ー ム の 対 象 だ け に 限 ら れ ず 、 個 別 ク レ ー ム
を 互 い に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 成 立 す る も の も 、 こ れ に 含 ま れ る 。 本 明 細 書 （ 特 許 請 求
の 範 囲 と 要 約 も 含 む ） に 開 示 さ れ る 全 て の 内 容 お よ び 特 徴 、 特 に 図 面 に 示 さ れ る 構 成 は 、
単 独 で 、 又 は 組 み 合 わ せ に お い て 、 従 来 技 術 に 対 し 新 規 で あ り 、 発 明 の 本 質 と し て 請 求 さ
れ る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 説 明 に お い て は 、 実 施 の 最 良 の 形 態 と し て 操 作 ボ タ ン の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
し か し こ の 方 法 は 、 操 作 ボ タ ン に だ け 適 用 さ れ る の で は な く 装 飾 パ ネ ル お よ び イ ン ス ト ル
メ ン ト パ ネ ル に も 適 用 さ れ て 加 工 可 能 で あ る た め に 、 本 発 明 は 操 作 ボ タ ン に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 実 施 の 最 良 の 形 態 を 示 し た 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 詳 し く 説 明 す る 。 図 面 お よ
び そ の 説 明 か ら 、 本 発 明 の 本 質 的 特 徴 お よ び 利 点 が 明 ら か と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ に は 、 操 作 ボ タ ン １ ２ の 外 か ら 見 え る 側 の 平 面 図 が 示 さ れ て お り 、 こ れ に は 、 彫 刻
線 ３ に よ り 構 成 さ れ た 、 繊 細 な 機 能 記 号 ２ が 装 備 さ れ て い る 。 こ の 記 号 は バ ッ ク ラ イ ト 照
明 に よ っ て 照 ら さ れ て 浮 き 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 操 作 ボ タ ン １ ２ を 製 造 す る た め に は 、 ま ず 最 初 に 任 意 の 板 厚 の 台 板 １ （ 図 示 の 実 施
の 形 態 に お い て は 、 望 ま し く は 板 厚 が ０ ． ２ か ら ０ ． ５ ｍ ｍ ま で の 間 の ア ル ミ シ ー ト ） の
裏 側 に 、 レ ー ザ 彫 刻 が 施 さ れ る 。 図 ２ の よ う に 、 機 能 記 号 ２ を 表 す 彫 刻 線 ３ は 、 非 常 に 細
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い 線 で 台 板 １ に 刻 ま れ る （ 例 ： 板 厚 ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 場 合 、 線 幅 は ０ ． ５ ｍ ｍ ） 。 し か し 、
そ の 際 に 台 板 １ は レ ー ザ 加 工 に よ り 完 全 に は 貫 通 さ れ ず 、 彫 刻 線 ３ は 台 板 １ の 残 り の 板 厚
が 約 ０ ． ０ １ ｍ ｍ と な る よ う な 深 さ ま で 達 す る 。 こ れ を 図 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 重 要 な の は 、 台 板 １ の 裏 側 に 彫 刻 線 ３ が 彫 刻 さ れ る 点 で あ る 。 こ れ は 、 そ う す る こ と に
よ っ て 、 製 造 に 起 因 す る 表 面 不 良 （ バ リ 形 成 、 焦 げ ） が 、 後 の 操 作 ボ タ ン の 見 え な い 領 域
に 配 置 さ れ る こ と に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 引 き 続 い て 、 台 板 １ （ ア ル ミ シ ー ト ） に は 腐 食 加 工 （ 脱 脂 、 印 刷 前 処 理 ） が 施 さ れ 、 図
４ の よ う に ラ ミ ネ ー ト イ ン ク ４ が 被 覆 さ れ る 。 そ の 際 に は レ ー ザ に よ り 作 ら れ た 彫 刻 線 ３
が 、 少 な く と も 部 分 的 に そ の イ ン ク ４ に よ っ て 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ラ ミ ネ ー ト イ ン ク （ 透 明 ま た は 任 意 に 着 色 さ れ た も の ） は 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ５ の
た め の 接 着 剤 と し て 利 用 さ れ る 。 こ の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム ５ も ま た 、 透 明 で あ っ て も 色
付 き で あ っ て も か ま わ な い 。 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を ア ル ミ シ ー ト の 裏 側 に ラ ミ ネ ー ト す
る こ と に よ っ て 、 最 終 的 に 、 エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り 処 理 す る こ と が で き る 複 合 材 料 体 が 成
立 す る 。 開 放 孔 を 有 し て い る 薄 い 台 板 の 場 合 は 、 ラ ミ ネ ー ト イ ン ク ４ を 省 略 し て も か ま わ
な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 、 こ の ア ル ミ ニ ウ ム と プ ラ ス チ ッ ク の 複 合 材 料 体 は 、 図 ５ の よ う に 、 台 板 １ （ ア ル
ミ シ ー ト ） が 腐 食 槽 に 浸 漬 さ れ て 、 残 り の 板 厚 が エ ッ チ ン グ 剤 ７ の 腐 食 作 用 に よ り 潰 食 さ
れ 、 図 ６ に 示 す よ う に 図 記 号 の 彫 刻 が 露 出 さ れ る 。 そ の 後 、 見 え る 側 に 、 こ の 露 出 し た 彫
刻 を 覆 う 保 護 皮 膜 ８ が 塗 布 さ れ る 。 台 板 １ は 、 こ の よ う に し て 薄 肉 化 し 、 残 留 材 料 か ら 成
る 台 板 １ ’ と な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 繊 細 な 輪 郭 線 と 、 正 確 に 位 置 を 合 わ せ て 配 置 さ れ た 、 輪 郭 線 に 囲 ま
れ た 模 様 の な い 領 域 １ １ と か ら 成 る 、 バ ッ ク ラ イ ト 照 明 が 可 能 な 機 能 記 号 ２ が 備 え ら れ た
、 ア ル ミ ニ ウ ム シ ー ト と プ ラ ス チ ッ ク の 平 坦 な 複 合 材 料 体 が 成 立 す る 。 輪 郭 線 で 囲 ま れ た
領 域 １ １ は 、 な お も 裏 側 で ラ ミ ネ ー ト 皮 膜 に 付 着 し て い る た め に 、 脱 落 は あ り 得 な い 。 こ
れ ら の 領 域 を 、 取 り 囲 ん で い る 材 料 に 接 続 す る た め の つ な ぎ 部 分 も 、 最 早 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 複 合 材 料 体 は 、 透 明 、 半 透 明 、 着 色 お よ び ／ ま た は 印 刷 さ れ た 皮 膜 を 装 着 す る こ と
に よ り 、 表 側 に 任 意 の 装 飾 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 裏 側 に さ ら に 機 能 性 皮 膜 （ 例 ： 接 着 剤 ） を 追 加 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 図 ７ の よ う に 操
作 ボ タ ン 本 体 部 を 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 支 持 部 材 １ ０ と し て 、 直 接 射 出 成 形 で き る よ う に し
て も よ い 。 そ の た め に は 、 通 常 、 操 作 ボ タ ン が 個 別 に 型 押 し 加 工 さ れ 、 成 形 加 工 に よ り 、
射 出 成 形 型 に セ ッ ト さ れ る 正 確 な 輪 郭 形 状 を 有 し た シ ェ ル が 作 成 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 は 、 操 作 ボ タ ン だ け で は な く 装 飾 パ ネ ル お よ び イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 適 用 さ
れ る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 図 記 号 が 施 さ れ る ギ ア シ フ ト レ バ ー や セ レ ク タ ス イ ッ チ
の ノ ブ 等 の 製 造 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 操 作 ボ タ ン の 外 か ら 見 え る 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 レ ー ザ 彫 刻 が 施 さ れ た ア ル ミ シ ー ト の 裏 側 （ 外 か ら 見 え な い 側 ） の 平 面 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 ２ の 線 III－ IIIに 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 工 程 後 の ア ル ミ シ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 第 ３ 工 程 後 の ア ル ミ シ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ４ 工 程 後 の ア ル ミ シ ー ト の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 操 作 ボ タ ン 完 成 品 の 、 図 １ の 線 Ａ － Ａ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ 　 台 板 （ エ ッ チ ン グ 可 能 ）
１ ’ 　 台 板 の 残 留 材 料
２ 　 機 能 記 号
３ 　 彫 刻 線
４ 　 ラ ミ ネ ー ト イ ン ク
５ 　 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム
６ 　 台 板 の 表 側
７ 　 エ ッ チ ン グ 剤
８ 　 保 護 皮 膜
９ 　 台 板 の 外 か ら 見 え る 側
１ ０ 　 プ ラ ス チ ッ ク 製 支 持 部 材
１ １ 　 輪 郭 線 に 囲 ま れ た 模 様 の な い 領 域

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(9) JP 2005-79090 A 2005.3.24



フロントページの続き

(72)発明者  エルマー・ブレンネル
            ドイツ，デー－８８１３１　リンダウ（ボーデンゼー），ブルクガッセ　４
Ｆターム(参考) 3D044 BA04  BB01  BC04  BD05  BD07 
　　　　 　　  5G023 CA01  CA24  CA29  CA30 

(10) JP 2005-79090 A 2005.3.24


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

